
常
温
域
で
製
造
・
施
工

日
本
道
路

輸
送
距
離
さ
ら
に
延
伸

アス混合物低
温
化
ア
ス
フ

ル
ト
の
施
工

状
況
︵
報
道
発
表
資
料
か
ら
︶

　
日
本
道
路
は
製
造
・
施
工
時

の
温
度
を
１
０
０
度
以
下
に
で

き
る
低
温
化
ア
ス
フ

ル
ト
混

合
物
を
試
験
施
工
し
た

良
好

な
製
造
性
・
施
工
性
を
確
保
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
た

製
造

・
施
工
時
の
温
度
が
中
温
化
ア

ス
フ

ル
ト
よ
り
も
さ
ら
に
低

く
な
り

製
造
後
６
時
間
ま
で

施
工
で
き
る

施
工
時
の
熱
中

症
リ
ス
ク
の
低
減
や
合
材
工
場

か
ら
遠
方
の
地
域
へ
の
輸
送
・

施
工
に
期
待
が
か
か
る


　
水
を
散
布
す
る
と
化
学
反
応

に
よ
り
強
度
を
発
現
す
る
常
温

合
材
の
技
術
を
応
用
し
て
開
発

し
た

中
温
化
合
材
は
通
常
の

ア
ス
フ

ル
ト
よ
り
も

度
程

度
低
く
で
き
る
の
に
対
し

低

温
化
合
材
は
さ
ら
に
低
い
常
温

域
で
の
施
工
が
可
能
に
な
る


　
室
内
検
討
で
は
通
常
の
ア
ス

フ

ル
ト
混
合
物
と
同
様
に
十

分
な
耐
久
性
と
初
期
強
度
を
持

つ
事
を
確
認
済
み
だ

た

８

月
に
同
社
の
ア
ス
フ

ル
ト
合

材
工
場
敷
地
内
で
製
造
・
施
工

し

施
工
性
や
製
造
性
が
良
好

と
確
認
し
た


　
試
験
施
工
で
は
低
温
化
ア
ス

フ

ル
ト
と
通
常
の
ア
ス
フ


ル
ト
を
隣
接
し
て
施
工
し
作
業

環
境
を
比
較
し
た

サ

モ
グ

ラ
フ


で
の
温
度
比
較
や
作

業
員
へ
の
聞
き
取
り
の
結
果


施
工
時
に
感
じ
る
熱
さ
が
低
減

し

作
業
環
境
が
大
幅
に
改
善

さ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
た


　
通
常
の
ア
ス
フ

ル
ト
合
材

は
１
５
０

１
８
０
度
の
高
温

で
出
荷
さ
れ

輸
送
距
離
は
温

度
低
下
し
な
い
２
時
間
以
内
の

範
囲
に
限
定
さ
れ
る

中
温
化

合
材
は
製
造
時
の
温
度
が
低
下

す
る
分

最
大
３
時
間
の
範
囲

ま
で
輸
送
距
離
を
伸
ば
せ
る


低
温
化
合
材
は
さ
ら
に
輸
送
距

離
が
伸
び
る

災
害
時
に
復
興

支
援
を
目
的
に
合
材
工
場
か
ら

遠
方
の
被
災
地
に
合
材
を
出
荷

で
き
る
可
能
性
が
あ
る

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